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が論理・データをこねくり回して変な結論を導いてしまうとい

うことをどう排除していくか。論理に加えて「勘」も非
常に重要で、そのバランスを取っていく必要が
ある。（⑨横田） 

（出典：第９回懇談会 白石さん・鍋島さん・南津さん資料） 

（出典：第５回懇談会 事務局資料） 

政府が持つ情報をどんどんオープンにしては
どうか。それを使って、自分たちで政策を決定
して、政策を提言していく。政府が行き詰ったときに、
国民の側からどういうアイデアが出てくるか。そのための素
材をどんどん提供してもいいのではないか。（⑤森田） 

急ブレーキを踏んだポイントがデータからわ
かり、このデータを道路行政に活かせば、行
政が持つ事故データなどと重ね合わせ、予防
対策につながる。また、情報を広く一般に公開し、地
域の人たちがここは見通しが悪いですよとか、書き込めるサ
イトsafetymap.jpも作った（④今井Ｇ） 

ニューヨーク市で教育分野の行政に携わっていたときに徹
底的にデータを活用した評価システムの見直しを行った。

こうしたデータの活用を行うことで、限られた行
政資源を最大の効果が上がるように投じるこ
とができる。（⑧工藤Ｇ） 




